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発表概要 
  交通安全環境研究所と東京大学は高速道路上における二酸化窒素（NO2）

濃度およびその自動車車室内への影響調査を実施しました。その結果、高速道

路の車道上ほぼ全域で大気環境基準の 1 日平均値を超過するとともに、渋滞、

のぼり坂の道路および総延長 10 km程度のトンネル内では中央公害対策審議会

の短期暴露指針値を超過する値が確認されました。その中でもトンネル内では

短期暴露指針値の 10 倍を超える値が確認されました。車室内計測では、車内空

調を外気導入モードで走行すると、車室内も車道上とほぼ同様な濃度となるこ

とが確認されました。 

 
発表内容 
 呼吸器系の疾患の原因となる二酸化窒素による大気汚染状況は大気汚染防止

法に基づく大気環境基準により、様々な計測地点で監視が行われています。た

だし、この大気環境基準では工場、車道上等は適用外とされており、車道上で

の計測はほとんど行われてきませんでした。このたび交通安全環境研究所と東

京大学は車両に 2 台のNO2計測装置を搭載し、走行している道路上、および車

室内のNO2濃度を連続計測することが可能な試験車を用いて、高速道路上と試

験車両車室内のNO2濃度の計測を行いました。その際の走行経路、道路状況を

図 1 に示します。 



その結果、高速道路上は概ね大気環境基準の 1 日平均値（0.06 ppm)を超過し

ていると共に、渋滞やのぼり坂では中央公害対策審議会の短期暴露指針値（0.2 
ppm)に近い値が計測されました（図 2 参照）。また、このような道路状況下を外

気導入モードで車両を走行させると、走行車両の車室内のNO2は道路上と同等

の濃度となることが確認されました。また、総延長 10km程度の交通量の多いト

ンネルにおいては、短期暴露指針値の 10 倍を越える車道上濃度が観測されると

共に、車室内においても同 7 倍程度の非常に高い濃度のNO2濃度が確認されま

した（図 3 参照）。ただし、このような状況下においても、車両の空調モードを

内気循環とすることにより、車室内のNO2濃度は大気環境基準の 1 日平均値程

度に抑えることが可能であることも確認されました。今後は他の自動車排出ガ

スに含まれる有害物質を含めて、さらに広範囲で濃度状況調査を行い、実態把

握により環境影響評価を実施していきます。 
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用語解説 
ppm: 百万分の 1 の濃度を表す単位 

二酸化窒素(NO2)：工場のボイラー、自動車等から排出され、おもに呼吸器系の疾患の原因

物質とされている。また、大気環境基準達成率の非常に低い光化学オキシダントの原因物

質でもある。 

大気環境基準：大気汚染に関して人の健康を保護する上で維持することが望ましい基準。

一酸化炭素、二酸化窒素、浮遊微小粒子、二酸化窒素等に関して基準値が設定されている。

二酸化窒素に関しては、1 時間値の 1 日平均値が 0.04 ppm から 0.06 ppm までのゾーン内、

またはそれ以下であることが求められている。ただし工業専用地域、車道その他一般公衆

が通常生活していない地域または場所については、適用しない。 

中央公害対策審議会：公害対策に関する基本的または重要事項を調査、審議している。昭

和 53 年の指針として、二酸化窒素の短期暴露（1 時間値）は 0.1-0.2 ppm という値が提案

されている。 
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図 1 試験経路と走行区間の道路状況 
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図 2 高速道路走行中に測定した車道上および車室内NO2 濃度 

 

0

0.5

1

1.5

2

2.5

3

3.5

4000 4500 5000 5500 6000

N
O

2
(p

p
m

)

Time(s)

車道上

車室内

FE
短期暴露指針値

 
図 3 トンネル走行中の車道上および車室内NO2濃度 


